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味式会社大沢商会は,物流情報を活用して販売活動を支援し,仕入れ活動の

効率化を高めることを目指したロジスティックシステムの構築を行っている｡

全社物流システムの再構築の一環として建設された東日本流通センターのロ

ジスティックシステムは,営業部門や顧客へのサービス向上を実現し,さらに

物流の業務情報と工程情報の一元管理化を図り,流通センター内の現場情報端

末･設備の拡張性･柔軟性を実現した｡

u はじめに

大量生産･大量消費時代では,物流管理とは｢物流コスト

の低減+を実現することを目的としたものであった｡しかし,

現在の成長率が純化した飽和経済では,物流の課題は商品の

量的拡大への対応でなく,需要家が要求する高度化した物流

サービス〔JIT(JustinTime)対応の物流など〕を提供するた

めの質的充実へと移行している｡さらに,価格や製品の競争

が相当水準まで達した現在では,企業間の販売競争の差異化

手段は｢顧客サービス+競争へと移行し,その競争戦略の一

つとして｢物流サービス+が位置づけられている｡

本稿では,株式会社大沢商会(以下,大沢商会と言う｡)が,

ロジスティックシステムを他社との競争優位を創造する戟略

情報システムと位置づけ構築した本部ホスト,物流ホストお

よび現場情報端末で構成した階層化ロジスティックシステム

について述べる｡

凶 システム化の背景とねらい

大沢商会はアパレル用品,リビング用品,スポーツ用品,

カー用品,時計･宝飾品など多様な商品を扱う｢国際商材中

心の市場創造形商社+である｡扱い商品はアイテム数が多く

(約15万品種),ジャンルもさまざまであり,全商品の8割は

輸入品またはライセンス品である｡また,納入先は全国規模

の有名百貨店,量販店,専門店であることから,JIT対応の物

流サービス,および流通加工サービス(指定値札付け,こん包
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など)が強く要求される｡このため,市場ニーズに対応できる

全社物流システムの再構築の一環として,本州･四国地域に

5物流拠点を,東西2拠点に流通センターを建設して集約し

た｡これにあわせてロジスティックシステムの開発をスター

トさせ,平成3年7月に東日本流通センター(船橋)のシステ

ム稼動を開始した｡同年12月には西日本流通センター(大阪)

のシステム稼動を計画している｡東日本流通センターの概要

を図1に示す｡

ロジスティックシステムの開発のねらいを図2に示す｡

(1)顧客サービスの向上

納人先である′ト売店からのサービス要求(納品欠品率の低減,

指定値札付けなど)に対し,出荷検品端末,値札作成端末を導

入する｡これによって流通センターのインテリジェント化を

図り,顧客サービスの向上を実現する｡

(2)倉庫作業の効率化

倉庫内の作業単位に現場端末を設置し,作業者の作業支援

を図る｡また,当日の出荷量,作業の進捗(ちょく)状況を常

時把握し,作業者のコントロールが可能なシステムを実現す

る｡

(3)営業部門へのサービス向上

流通センターの実在庫を営業マンへ開放し,引き当て,出

荷指示をリアルタイムに実施させ販売機合口スの低下を図る｡

また,物流センターの集約化によって生ずる売上起伝(出荷指
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示)締め時間の.短縮化を回避し,従来のエントリ時間を提供す

る｡

このため,本部営業システムと流通センターの物流システ

ムをリアルタイムに結合し,営業支援形システムを実現させ

｢営業力の増強化+を図る｡

(4)全社トータル在庫の適正化

拠点流通センター設置による集約化と,商品バーコード化

による単品在庫管理の実現により,全社のトータル在庫の適

正化を図る｡

田 システム概要

3.1ロジスティックシステムの構成および特徴

大沢商会の総合情報ネットワークを図3に,東日本流通セ

ンターの物流情報システム構成を図4に示す｡
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本システムの特徴は次のとおりである｡

(1)本部集中形システム

受注システム,出荷指示システムは,本社の本部ホスト

(HITAC M-680)が管理し,本部ホストからの出荷指示に従

って流通センターでの出荷作業が開始される｡また,流通セ

ンターの実在庫を本部ホストが管理することにより,在庫情

報を営業,物流の関連部門に開放した｡この本部集中形シス

テムの目的は,営業部門へのサービス向上の実現とシステム

メンテナンスの本部EDP部門への集約にある｡

(2)流通センターの業務情報と工程情報の一元管理システム

流通センターの一連の作業の流れを工程単位に区分し,そ

の作業単位ごとに開発した現場情報端末を活用することによ

り,作業者への作業支援および作業レベルの向上を実現する｡

さらには,すべての現場情報端末が物流ホストと接続されて
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概 要

(1)建屋…鉄骨5階建(一部中2階)

(2)床面積‥･16,500m2(5,000坪)

(3)人員体制…178人

(抗甜:13｡人)
(4)扱い商品

●カー用品

●リビング用品

●スポーツ用品

●アパレル用品

通関倉庫

輸入仕入

西日本
流通センター
デポ
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通常仕入れ

返品

図l 東日本流通センターの概要 東日本地区の拠点涜通センターであり,多種多様な商品を陪別に扱う多階層構造である｡
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おり,作業全体の進捗状況が常時把握できる｡これによって

管理者は作業指示コントロールを行う｡

(3)システムの拡張性･柔軟性を重視したシステム

小売からの要求

●欠品,誤配,遅配ゼロ

●JIT対応物流

●指定値札付け要請

仕入れ先からの要求

●納入回数の低減

●発注ロットの平準化

社内からの要求

●営業活動の支援策

●倉庫作業の支援策

=〉

◇

⊂〉

国際面村中心の商社におけるロジスティックシステム 721

物流ホストコンピュータは,作業1二程別に現場情報端末や

設備とパラレル接続が可能である｡このため,今後の情報端

末の拡張,設備の導入に対応できる柔軟性のあるシステムで

ロジスティックシステムのねらい

●顧客サービスの向上

欠品率の低減,指定値札付け

●倉庫作業の効率化
作業進捗(ちょく)管理のシステム化

作業単位の作業者支援端末導入

●営業部門へのサービス向上

10:00入荷品の13:00売上起伝可

15:00締め売上起伝の翌日納品

●全社トータル在庫の適正化

<>
社 会 環 境

●人手不足(倉庫内作業者,運転士)

●物流コスト上昇(運送軋 人件費)

C>

対 応 策

拠点物流センタ設立による集約化

営業･物流システムの密結合

商品バーコードによる単品在庫管理

作業者支援端末の現場設置

図2 ロジスティックシステムのねらいと対応策 ロジスティックシステムのねらいの実現化は,企業の戦略手段の実現化である｡
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図3 大沢商会総合情報ネットワーク 自社営業,物流部門を中核に,販売会社,関係会社を含む企業圏ネットワークであり,情報はすべて本

社ホストコンピュータによって統括管‡里される｡
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ある｡

3.2 システムの機能

3.2.1う充通センターの物流フロー

東日本流通センターの入荷業務,出荷業務の物流フローを

図5に示す｡

入荷業務について以■Fに述べる｡

(1)入荷された商品の納品書データを,仕入れ起伝端末から

入力し,入庫指図書を作成する｡

(2)商品は入荷単仙こ入荷No.を採番し,指定階に搬送され

る｡

(3)搬送された商品は,入荷No.単位にHHT(ハンドヘルドタ

ーミナル)のバーコードスキャンによって全数検品し,入庫確

定データは入庫検品端末を介して物流ホストへ転送される｡

(4)検品後,商品は入庫指図書の指定ロケーションに棚入れ

される｡

(5)入庫作業が完了したならば,入荷確認端末から完了情報

を入力する｡このデータが本部ホストにリアルタイムに伝送

され,営業マンへの売上起伝対象商品として引き当て在庫に

エントリされる｡また,入樟の数量訂正,ロケーション訂正

もこの端末から入力する｡

東日本流通センター
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実在庫

営業端末

本部システム
(営業システム,出荷指示システム)

】

司

物流ホスト H汀ACM-630(〉OSK)
l 物流情報システム

己

ロ

納

【コ

ロロ

量
ヒヨ

イ

照

A

ひコミ

返入入-

還霊芝
｡品書認入

返出

晶庫

起語伝書 ロ

t

5階

【コ

×3台

⊂】

×5台
壷少

4階

⊂コ

×3台

ロ

口座ク

`多少

3階

⊂コ

×4台
遠あ

2階

⊂コ

×5台

1階

⊂コ

×5台
×4台

(商品コード)

●

少
出庫検品兼 用

l l ×3台 】
l

注:略語説明 VOS K(Virtua卜storage Operatlng System Kindness)

図4 物流情報システム構成図 ロジスティックシステムは,本部ホスト,物流ホスト,現場情報端末から構成される｡
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次に出荷業務について以下に述べる｡

(1)営業マンが入力した売上起伝データは,本部ホストから

リアルタイムに流通センターの物流ホストへ出荷指示データ

として伝送され,出庫指図書(ピッキングリスト)が各Ij割こ出

力される｡

(2)ピッカーは出庫指図書に従い,ロケーション順に商品を

小出し棚からピッキングする｡

(3)ピッキングされた商品は,出庫検品端末によってバーコ

ードスキャンされ,全数検品チェックを行う｡

(4)検品後,商品は1階へ搬送され,流通加工エリアで出荷

国際商材中心の商社におけるロジスティックシステム 723

確認データに基づいて作成された値札,顧客指定伝票および

送り状を添付し出荷する｡

(5)出荷作業が完了したならば,出荷確認端末から完了情報

を入力する｡このデータが本部ホストにリアルタイムに伝送

され売上計上処理される｡

3.2.2 本部ホストの機能

本部ホスト(HITAC M-680)は,自社営業部門,物流部門

を小核に,販売会社,関係会社を含む企業岡ネットワークを

統括管三哩する機能を持つ｡

全社の営業情報,物流情報のデータベースは,本部ホスト
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図5 東日本流通センターの物流フロー 入荷業務,出荷業務は,現場に設置された現場情報端末の指示に従う流れ作業である｡
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で一元管理し,関連部署に経営情報として開放する｡

3.2.3 物流ホストの機能

物流ホストHITAC M-630(VOS K:Virtua卜storageOper-

atingSystemKindness)上に構築された物流アプリケーショ

ンソフトの主な機能を以下に述べる｡また,情報フローを図6

に示す｡
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図6 東日本流通センターの情報フロー 本部ホスト,物流ホスト,現場情報端末による階層化ロジスティックシステムである｡
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(1)入荷機能

仕入れ起伝端末から入力されたデータに基づいて入荷指図

情報を作成し,入荷作業時の効率向上を図る｡なお,検品時

はバーコード人力による検品と,バーコード化されていない

商品の目視検品入力により,単品在庫管理を実現する｡

(2)返品機能

入荷機能と同様,返品入庫された商品は入荷検品後,入荷

指図情報が作成され,指定ロケーション棚に商品を入庫する｡

(3)出荷機能

本部ホストから送られた出荷指示データに基づいて出庫指

図書を作成し,ピッキングされた商品の全数検品で確定した

出荷データに基づいて,納入先指定の値札,納品書および送

り状を作成する｡

(4)照会機能

流通センターの作業進捗状況が照会できる｡入庫処理では

｢仕入れ起伝完+,｢入倖検品完+,｢入荷確認完+のステータス

が,出荷処理では｢出荷指図書出力完+,｢出庫検品中+,｢才一H

庫検品完+,｢出荷確認完+のステータスが各階の端末から照

会できる｡

3.2.4 現場情報端末の機能

現場情報端末(図7)は,パーソナルコンピュータB32DX(以

‾F,B32DXと略す｡)を核に,バーコードスキャナ,HHT,値

札作成プリンタなどの機器を接続し,標準化製品として開発

したものである｡

本システムでは1台の端末に複数の機能を設け,非常時に

他の端末としても代用でき,端末側機能の全面停止をなくし

物流センター全体に影響を及ぼさないよう配慮している｡

本システムの主な機能である人庫検品,出庫検品および値

札発行について以下に述べる｡

(1)入嘩検品機能

(a)入荷された商品ロットに入荷No.を付加し,この単位で

入荷業務作業を処理する｡

(b)HHTまたはハンドスキャナを用いて入庫されたバーコ

ード付き商品をランダムに検品する｡バーコードなしの商

品については,入荷確認業務によって検品する｡

(c)検占占完了後,検品結果情報をB32DXから物流ホストヘ

報告する｡

(2)出荷検品機能

(a)出庫No.単位ごとに出庫指図情報を物流ホストからB32

DXに呼び出す｡

(b)定置式スキャナを用いて,バーコード付き商品と出庫

指図情報を照合し,ランダムに検品する｡

(c)検品完了後,検品結果に差異が生じた場合,差異リス

トを印字し,現品と照合し確認する｡

差異がない場合,検品結果情報をB32DXから物流ホスト

へ報告する｡

国際商材中心の商社におけるロジスティックシステム 725

以上の処理によって,従来の伝票による目視確認作業より

も検品作業のスピードアップが可能となる｡また,人手によ

ニニニニ∵二､柁n′

淘

鞄

(a)入荷検品端末

【し繋空;3蓑

賢〆

(b)出荷検品端末

モミ壷避

こ…ニ､J三::′､.､○ご
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〆

巌

心㌃gぎ7

(C)値札発行端末

図7 現場情報端末 B32DXに対して,(a)はハンドヘルドターミナル

を接続した標準化製品であり,(b)はバーコードスキャナを接続した標準

化製品であり,(C)は値札作成機を接続した標準化製品である｡
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る人為的ミスを減らし,欠品率の低減を図る｡

(3)値札発行システム

(a)店別,値札別の値札レイアウトをB32DXに登録してお

く｡

(b)物流ホストからの出庫指図情報に基づいて,店別,値

札種類,および枚数をB32DXに指定し,値札を発行する｡

(c)値札情報を物流ホストから呼び出し値札を発行するオ

ンライン印刷機能と,B32DX単独で値札を発行するローカ

ル印刷機能を設けている｡

以_.Lの処理により,従来,値札メーカーから指定値札を購

入していた場合に比べ,必要なとき,必要な値札を発行する

ことができ,値札在庫の削減,時間短縮,省力化することが

できる｡

3.3 システムの効果

ロジスティックシステム導入による効果は次のとおr)であ

る｡

(1)顧客サービスの向上

(a)納品欠品率の低減…出庫検品端末による全数検品

(b)顧客指定値札付け…値札作成端末による自動作成

(2)倉庫作業の効率化

(a)入庫作業の効率化…ロケーション順入庫指示

(b)ピッキング作業の効率化…ロケーション順出庫指示

(c)作業者の最適配置…現場作業の進捗+犬況把握による人

員配置

(3)営業部門へのサービス向上

(a)販売機合口スの低下…10時入荷品を13時売上起伝可

86

能,15時締め売上起伝の翌日納品

(b)物流状況問い合わせに対する的確回答･･･出荷作業のス

テーション管理による商品追跡

(4)全社トータル在庫の適正化

物流センター在庫の単品管三野‥･入出庫検品端末による単品

在庫管】聖

巴 おわりに

大沢商会のロジスティックシステムは,｢顧客サービスの向

上+,｢倉樟作業の効率化+,｢営業部門へのサービス向_1二+お

よび｢全社トータル在樟の圧縮+を実現したシステムであり,

これによって提供できる｢物流サービス+は,他社との競争

戦略となりうるものである｡

今後は,西日本流通センターに同様のシステムを導入し,

全社トータルシステムは平成3年12月に完成の予定であり,

これによっていっそうの効果が期待できる｡

ロジスティックシステムは,今後ますます各企業で開発が

進められると思われる｡大沢商会では,今後とも常にエンド

ユーザー(顧客,倉樺作業者,営業部門)が求める｢物流サー

ビス+が提供できる｢高付加価値ロジスティックシステム+

の改善を図っていく考えである｡
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